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【課題の概要】 

 本研究は、ポストムーア時代を見据えた極低温超電導汎用コ

ンピューティング技術を確立するために、デバイス・アーキテ

クチャ・ソフトウェアまでを包括したシステム階層縦横断型研

究を遂行し、新奇デバイス活用コンピュータ・アーキテクチャ

を創成するものである。具体的には、超伝導単一磁束量子のボ

トルネックを解消し飛躍的な電力効率を達成するため、コンピ

ュータサイエンスとデバイスサイエンスを横断する新たな学問

領域を開拓するとともに、極低温超電導に関する新奇デバイス

技術、新奇デバイスを最適に活用するコンピュータ・アーキテ

クチャ技術及びシステムソフトウェア技術の各領域において革

新的技術を創出する。 

 

【学術的意義、期待される研究成果等】 

 極低温超電導汎用コンピューティング技術を確立すること

で、現在スパコンで処理されている社会シミュレーションやク

ラウド環境で処理されている機械学習・人工知能の学習処理に

おける、消費電力コストを２桁以上削減する可能性が期待され

る。学術的「問い」も研究の位置付けも明快で、デバイス・ア

ーキテクチャ・ソフトウェアまで含んだ包括的な研究であると

同時に、探求する課題も十分な独自性・創造性が認められる。

また、研究組織は役割分担が明確であり、研究遂行能力も高く、

大きな研究成果とともに学術・科学技術・社会への絶大な波及

効果が期待される。 

 


